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 提出先 上記３に同じ。
 提出期間 平成30年３月23日から平成30年
４月12日まで（行政機関の休日を除く。）の午
前９時から午後５時まで。ただし、最終日に
ついては午前11時30分までとする。

６ 入札、開札の日時及び場所
 入札書の受領期限
 電子入札方式による入札 平成30年４月
12日午前11時30分までに送信すること。
 紙入札方式による入札 平成30年４月12
日午前11時30分までに上記３に持参又は
郵送（書留郵便に限る。）すること。郵送に
よる入札書の受領期限は、平成30年４月12
日午前11時30分までに必着のこと。また、
入札書を提出する者が代理人の場合は委任
状を添えて提出すること。ＦＡＸによる入
札は認めない。

 開札の日時 平成30年５月７日午前10時30
分 紙入札により入札書を提出した者は開札
に立ち会うものとする。
 開札の場所 〒9800014 宮城県仙台市青
葉区本町３３１仙台合同庁舎Ａ棟 東北
農政局第２入札室
 入札者が２者未満の場合の手続の中止 参
加表明書の提出又は入札（電子入札方式の場
合は、入札書の送信期限の日時、若しくは紙
入札方式の場合は、入札を行う日時のどちら
か遅い日時）のいずれかの手続期限をもって、
入札者が２者未満となることが明らかになっ
た場合、以降の手続を中止する。
なお、その場合、公示内容等を検討して再
度入札公示を行うことがある。

 総合評価の方法
 評価値の算出方法 総合評価は、下記７
の当該入札者の入札価格から求められ
る価格点と下記７により得られた技術
点との合計による評価値をもって行う（評
価値＝価格点＋技術点）。
 価格点の算出方法 価格点の算出方法は
以下のとおりとする。なお、価格点の配分
点は40点とする（価格点＝価格点の配分点
×（１－入札価格／予定価格））。
 技術点の算出方法 技術資料の内容に応
じ、下記７ア、イ及びウの評価項目ご
とに評価を行い技術点を与える。なお、技
術点の最高評価点は40点とする。
ア 予定管理技術者の技術力（資格要件及
び業務執行技術力等）
イ 業務への取組方針（実施方針に対する
技術提案等）
ウ 技術提案の履行確実性 技術点の算出
方法は以下のとおりとする（技術点＝（ア
に係る評価点）＋（（イに係る評価点）×
（ウの評価に基づく履行確実性度）））。

 履行確実性に関するヒアリング 本業務
は、履行確実性の審査に係る技術提案書の
ヒアリングを実施するとともに、ヒアリン
グに際して追加資料の提出を求めることが
ある。

７ 総合評価に関する事項
 落札者の決定方法 入札参加者は、価格及
び技術提案書をもって入札をし、次の各要件
に該当する者のうち、下記７に掲げる方法
によって得られた数値（以下「評価値」とい
う。）の最も高い者を落札者とする。ただし、
評価値の最も高い者が２者以上あるときは、
該当者にくじを引かせて落札者を決める。
 その者の入札価格が予決令第79条の規定
に基づいて作成された予定価格（以下「予
定価格」という。）の制限の範囲内であるこ
と。なお、入札価格は設計図書に基づき算
出するものとする。ただし、落札者となる

べき者の「入札価格」によっては、その者
により当該契約の内容に適合した履行がな
されないおそれがあると認められるとき、
又はその者と契約を締結することが公正な
取引の秩序を乱すこととなるおそれがあっ
て、著しく不適当と認められるときは、入
札価格が予定価格の制限の範囲内である者
かつ適切な「入札価格」と考えられる入札
をした者のうちから、「評価値」の最も高い
者とすることがある。
 落札者となるべく者の入札価格が予決令
第85条に基づく調査基準価格を下回る場合
は、予決令第86条の調査を行うものとする。
 入札に係る技術等が、公示（これに係る
業務説明書を含む。以下同じ。）において明
らかにした技術等の要求要件（以下「技術
的要件」という。）のうち必須とされた項目
の最低限の要求を全て満たしていること。

８ その他
 手続における交渉の有無 無。
 入札保証金 免除。
 契約保証金 納付（保管金の取扱店 日本
銀行仙台支店）
ただし、利付国債の提供（保管有価証券の
取扱店 日本銀行仙台支店）又は金融機関若
しくは保証事業会社の保証（取扱官庁 東北
農政局）をもって契約保証金の納付に代える
ことができる。また、公共工事履行保証証券
による保証を付し、若しくは履行保証保険契
約の締結を行った場合又は業務完了保証人を
付した場合は、契約保証金を免除する。
 入札の無効 本公示に示した入札参加者の
資格要件を満たさない者の入札、参加表明書
及び技術提案書に虚偽の記載をした者の入札
並びに別冊「東北農政局競争契約入札心得」
において示した条件等、入札に関する条件に
違反した入札は無効とし、無効の入札を行っ
た者を落札者としていた場合には落札決定を
取り消すものとする。
 契約書作成の要否 要。なお、契約日は、
平成30年度予算成立日以降とする。
 手続において使用する言語、通貨及び単位
日本語、日本円、日本の標準時及び計量法
（平成４年法律第51号）による。

９ Summary (NO. 1)
 Official in charge of disbursement of the
procuring entity : Takeshi Kiuchi, Director
General of Tohoku Regional Agricultural
Administration Office
 Classification of the services to be pro‑
cured : 42
 Subject matter of the contract : Land
survey business for Rokugou, Land re‑
adjustment project related to Sendaihigashi
disaster recovery
 Time limit to express interests : 11 : 30
A.M., 2 March, 2018
 Time limit for tenders : 11 : 30 A.M., 12
April, 2018
 Contact point for tender documentation :
Toshiyuki Obara Contract Section, Ac‑
counting Division, Administration Depart‑
ment, Tohoku Regional Agricultural Ad‑
ministration Office, 331 Honcho Aoba‑
ku Sendai city Miyagi Prefecture 980
0014, Japan. TEL 0222631111 ex. 4032

 関連情報を入手するための照会窓口
〒9800014 宮城県仙台市青葉区本町３
３１仙台合同庁舎Ａ棟 東北農政局農村振
興部土地改良管理課土地改良指導官 電話
0222631111 内線4103
 競争参加資格の認定 上記２に掲げる
資格の認定を受けていない者も上記４により
参加表明書を提出することができるが、当該
競争に参加するためには、開札時において当
該資格の認定を受けていなければならない。
 電子入札
 電子入札方式による手続開始後に、紙入
札方式への途中変更は原則として行わない
ものとするが、入札参加側にやむを得ない
事情が生じた場合には承諾を得て紙入札方
式に変更することができる。
 電子入札方式に障害等やむを得ない事情
が生じた場合には、紙入札方式に変更する
場合がある。

 電子入札方式に係る運用については、「農
林水産省電子入札運用基準標準例（建設工
事及び測量・建設コンサルタント等業務）
（東北農政局ホームページ：http://www.
maff.go.jp/tohoku/sinsei/nyusatu/densi.
html）によるものとする。

 その他 詳細は業務説明書による。

〇第２号
１ 業務概要
 品目分類番号 42
 業務名 仙台東災害復旧関連区画整理事業
七郷換地区確定測量業務
 業務内容 測量業務 １級確測基準点測量
８点、２級確測基準点測量 13点、３級確
測基準点測量 115点、４級確測基準点測量
1550点、地上埋設（上面舗装） 21点、境
界調査 8188ha、一筆地測量 8188ha、面
積測定 8188ha、確定図の作成 8188ha。
 業務場所 宮城県仙台市若林区荒井字藤田
地内ほか。
～ 第１号に同じ。
２～５ 第１号に同じ。
６ 入札及び開札
、及び 第１号に同じ。
 開札の日時 平成30年５月８日午前10時30
分 紙入札により入札書を提出した者は開札
に立ち会うものとする。

７、８ 第１号に同じ。

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